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本稿の目的は、現代のメディアの状況において、無意識的な次元で
の選択可能性が縮減される中で、実際に倫理学が影響を与えうるとすれば、どのような道筋がありうるのかを示すこと、である。与えられた課題は漠として大きいが、以下、１． 「現代のメディアの状況」について、 本稿の文脈で一定の限定のもとに全体像を概観した上で、 ２．そこでの「倫理学」 可能性を提示し、３．具体的な事例をもって問うことにし い。
１． 「現代のメディア」における欲望の支配
まず「メディア」という概念について、多義性による議論の拡散を




こには、それによって人びとが関係がするもの一般が含まれているといえよ 。 「媒体」である限りにおいて、メディアは、人びと 関係を超越的 規定するものからは区別される。例えば、 言語はそれ自身、人びとの関係を媒介することにおいて、ひとつのメデ といいうるが、言語が法として働く場面では、 「メディア」よりも上位 審級が生起していると考えるべきだろう。人びとを規 す 法や制度 次元は、人びとの関係 中から立ち上がるものだとしても、関係性から独立して機能することお て、 「メディア＝媒体」とは区別される で
ある。
それゆえ、メディアとは、少なくとも理屈の上では、メッセージの
発信者と受信者の間の権利的な同等性を前提にした概念ということができる。同じメディアを用いることにおいて、発信者と受信者は常に入替可能で、メッセージは権利的には双方向であることを本質 している。技術と能力、あるいは制度的な特権性によって、特定の発のメッセージの強度が高められ、ひとつの特権的なメッセージが一方的に伝達されるこ がありう としても、 「媒体」 であることにおいて、メディアは、発信者と受信者の権利的な同等性 上に成立し いる考えることができるのである。
とりわけ、 「現代のメディア」として機能しているものについて、





















信者と受信者の間の権利的な同等性が確保されることによって、伝達されるべきメッセージについての価値判断が問題となる。メディアの外部に価値判断の基準を設定し、超越的な次元から特定のメッセージについての強度が保証される構造を離れた「現代 メディア」は、メディアの内部における のやり取りの中から「伝達され べきメッセージ」を浮かび上がらせ 。あるメッセージ 他のメッセージに比べて強い伝播力を持つのは、外的な基準に照らした価値をもつからであるというよりもむしろ、それが「媒体」 してより広範な人びとの関係を規定することに求められるのであ 。
それゆえ、現代のメディアにおいて、発信者 自らのメッセージの
伝播力を強めるために必要な は、特定の価値基準 準拠したをもつこと以上に、実際に媒体とし 人びとの関係を規定する範囲を広げることとなるだろう。発信者は、受信者の欲望 鏡 なり、受信者の欲望へ訴えるメッセージ 発することによって、自ら 価値を高めることができる。大きな伝播力によって人びとの関係に作用するメッセージは、まさにそのこ によって、 「伝達されるべきメッセージ」となるのである。現代のメディアは 訴求力の高さを基準としてセージの価値を かることにおいて、発信者と受信者の間 権利的な同等性を実現してい のだ。「現代のメディア」における、人びとの欲望に準拠した内在的な価値基準の設定は、 「独断的」な価値基準を外的 規定する危険から人びとを救う一方で、極めて逆説的 かたちで、人びとの欲望を支配する契機をもつことになる。という も、訴求力 高さがそのまま価値と見なされるメディアのなかで、価値 高さが 求力を高めるという





ものは何かという問いに際して、集計後の上位と自分の選択が合致することで、利益を得る である。これは、資本主義社会 おける利潤発生の構造を示した、非常にわかりや い例だ いえる。投資においては、人び 人気を集め、値が上がりそうなものに賭けることが重要であり、 「人気 集めそうなこと」自体が人の欲望 対象 なる。鏡に映し出された びとの欲望の対象 、実際に びと 欲望 対象になるの る。
ここで重要なのは、投票者の欲望が、自分自身が固有にもっていた
だろう価値の基準によってではなく、集計後の結果を見越した一般性を基準としてい 点 投票者が「 」を得るためには 自分自身のうちにもっていたはずの欲望を括弧に入れ 「平均的美人」を欲望することを強いられる。そこで価値づけられる「美人」は、あるいは実際には誰の欲望にも即し いないものかもしれな 。人びとはしかし、経済のゲームの中で、互いの欲望を読み合う過程で析出される平均的欲望を自らの欲望とし、そ 価値基準にした って自らの行為を決定するよう促される。一般性 次元 おい 仮構される価値に









の訴求力を高め、 「人びとの必要」に強く訴え ことで、 倫理学 「価値」を高めようとする道である。実際それは、現在の政治的な状況において、倫理学が、大学の内外を問わず 求され続けて ることあるだろう。 「倫理学が何に役に立つ か」 。そ な問いによって求められているのは、倫理学もまた、経済原理に準拠した「価値」を持たなければならないという とだと思われるのである。
実際、倫理学にも、その要求に応える動きが出てきて久しいといっ
てよい。 「応用倫理学」という分野の成立自体が、幾分かはこうした社会的な要求に えようとするものといえるし、本稿執筆の契機となった昨年度日本倫理学会の共通課題のにおける奥田太郎氏の堤題もまた、積極的にその役割を担お だったようにも思われる。
しかしながら、そうした倫理学の方向は、学問の根本において、決
定的な質の変化をもたらすものにならざるをえないように思われる。訴求力の高さが価値とみ される構造に倫理学が準拠することで 倫理学者の欲望自体が経済の原理によって規定されること なるからである。価値によって訴求力が規定 より以上に、訴求力に って価値が決まる構造 中では、倫理学者の欲望もまた、単に外的な要求に応じて出力の形式を変えるということより以上の根本的な構造化を被ることにな のだ。
それゆえもうひとつ、倫理学が採りうる方法があるとすれば、それ
は、経済原理が浸透したメディアの状況を相対化し、その機能を批判的に語る学問として、倫 を機能させることであるだろう。過去テクストのリソースを用い、現行のシステムに還元され 知をさせて、ありうべき人び の関係を語ることが、倫理学 本来 あり方であるよう 思われる。
だが、そうした倫理学的研究が、現行の経済と無関係に成立するも
のであるかといえば、そ ではない。倫理学が現行のシステムから距離をとり、過去の との対話 おい それを批判的に語るとしても、 その批判的な立ち位置は、 現行の経済との関係 おい み、意味を持ちうる。 「役に立たないからこそ意味が 」という批判性の矜持は、過去の遺産に胡坐をかくこ によってでは く、現行の欲望の支配の構造に関わることによってのみ、正当性 保ちうるも と思われるのである。
それゆえ、現在のメディアの状況において、 が実際に影響力
を持ちうるためには、単に批判的に距離をとることにとどまらず、積
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極的に人びとの欲望に関係していく必要がある。もちろん、こうした倫理学の積極的な介入については、過去の反省を踏まえた慎重論もありうるだろう。倫理学が、何らかのしかたで「規範」を示し、それに準じて人びと 行為を規定していくことは、 「現代のメディア」によってもたらされた発信者と受信者の間の権利的な同等性を犯す暴力的な所作であるようにも思われる。過去のテクストへ通じる特権的な立場から、メディアの外部に超越 かたちで「規範」を示すことは、非対称的なメッセージの伝達の構造をもつことにおい 暴力的な作用をもつように思われ である。
だが、何らかの実定的な規範を上段から振りかざすことだけが、倫
理学の可能性なのではない。現代 メディアにおいて実現し る発信者と受信者の権利的 同等性を反故にす ことだけが、 「現代 メディアの状況」を批判的に語る可能性を尽くすわけではない。人びとの欲望が経済の原理へと統合される構造を切り分け、別様 構造化可能性を示すこ ができるならば、それが倫理学の可能性となりうると思われる。
実際、経済の原理へと統合される欲望 あり方は、人びとに著しい













メディアの状況において、倫理学が影響力 もちうる道筋を示したことにはならないだろう。ここではむしろ、そうした理論的な構造の実践可能性について、筆者を含めた周辺 研究者／実践者によって進められている具体的 事例をもとに問題を考察してみた
本の物質性現在、特定非営利法人を申請している「リトルネロ ・ ファクトリー」
という団体では、経済の原理に統合される人びとの欲望を、別様なかたちで繋げていく様々な試みが されているが、 そ 試み ひとつに、買い取りに出される古本に、元所有者の情報が記載され ウェブサイトへのリンクを貼り付ける「古本プロジェクト」がある。そこでは、「本」というメディアを通じて、人びとの「倫理への欲望」を喚起する構造を、現行経済の中に接ぎ木する試みがなされ いる。
所有者の死、あるいは特別な事情によって手放された蔵書は、たい
ていの場合、古本業者に引き取ら て、元所有者の記憶を消去されたかたちで再び市場に流通するか、古紙へと還元され 。本は、ひとつのメディアとして まずは形式的 、人びとの欲望へ訴える機能を果たしうるが、メッセージの伝達という観点で考え ならば、本の物質









担保すると同時に、その本の存在自体を基礎づけてもいる。本 、印刷技術によって「同じ内容」を複数化す と同時に、その物質性において、個別の存在をもつ。時間的空間的に限定された存在としては、他の複製物と「同じも 」であ と同時 固有の「現実性」をもつものとなっているのである
古本の流通で歴代の所有者の情報を登録するシステムは、それぞれ





く、誰もが潜在的な発信者であり、潜在的な受信者でありう 場を提供するものだといえる そこでは、発信者と受信者の間の権利的な同等性は確保され、特定の超越的なメッセージがメディアの外部に措定されることは前提にされない しかしながら 固有 来歴を刻まれ、他者の経験を縮約した「現実性」を開示しうる本は、発信者と受信者の間の権利的な同等性のただなかにおいて、固有の非対称を生起させることを可能にする。他と 比較にお て発生する相対的な判断基準とは異なる、ひとつの絶対的な立脚点が示されることで、一般性 基準とした欲望の支配的な統制から自由な「価値」の判断が可能と るのである。
そうした価値の絶対化は、しかし、そうした価値 絶対化は、しか
し、メディアの外部に特権的な参照項を制度的 措 す ことによって実現する ではなく、 あくまでメッセージ 受信者の側の「倫理」
（６）
において生起していることが重要である。特定の「本」を 読まれるべきもの」として制度的に措定する はなく、 「本」というメディアの形式の中に、絶対的な非対称 立ち上る構造を組み入れることによって、外部的な権力とは無関係に、内在的な仕方で「倫理 に基づいた人びとの価値判断が可能と るのである。それは、一般性を基準に欲望が統制される現代の社会にお ては ひとつの「解放」であり、人びとの「倫理」へと向けられた欲望を可能 す も として機能しうる。経済原理に準拠したメディアの構造においては強く抑圧されざるをえなかった人びとの倫理へ 欲望を解放することで、同様に経済原理を押し付けられる 学 可能性が新 に与え直されると思わ
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